
過去最大規模の予算を議会がチェック！

令和８年度当初予算案を可決

「今熊神社と満開のミツバツツジ」
（今熊神社）

今号は、上野町在住の 馬
ま ご め

込 康
や す こ

子 さん  の作品です。

今
い ま

熊
く ま

神
じ ん じ ゃ

社

市の北西部、標高505.7メートルの今熊山の麓に

は、今熊神社の遥
ようはいでん

拝殿があります。春には周辺に植

えられた約1,500本のミツバツツジが咲き誇り、紅

紫色の花が神社や山を鮮やかに彩ります。

令和８年（2026年）
５月１日発行

No.282
令和８年（2026年）
第１回定例会
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　市長が提案した８年度当初予算は、「市民の税金がどんなことに使われるのか」などの観点

から、予算等審査特別委員会で審査し、本会議で記名投票により原案のとおり可決しました。

　２～９ページでは、予算審議の主な内容を掲載しています。

予算を議会がチェック！令和８年度
当初予算審議

～「すべての人が輝き、やすらげる街」の実現に向けて予算を審議～

予算総額4,786億8,542万円のうち、

一般会計は2,451億円（前年度2,359億円）

市長が提案した８年度当初予算

■「すべての人が輝き、やすらげる街」を目指し、「基礎となる取り組み」 

と「３つの柱」から予算を編成

■ 物価高騰への対応等に必要な財源確保のため、

財政調整基金※22億円を取り崩し

■ 個人所得の増による個人市民税などの市税収

入が22億３千万円の増

■第二小学校・第四中学校改築の事業進捗など

により投資的経費が８億４千万円の増

■保育士の人件費引き上げのほか、障害者自立

支援給付対象者の増などにより、扶助費が増

加したため、民生費が59億７千万円の増

■限られた人的資源を適切に配置し、新たな行政課題に対応

①　市内経済の成長・発展

②　日本遺産をはじめとする観光資源を活用した賑
にぎ

わいの創造

③　八王子市を支える人財の確保・定着・育成

３
つ
の
柱

基礎となる取り組み 市民の安全・安心

８年度予算の
内容はこちら⇒

予算案の提案説明を行う

初
し や け

宿市長

歳入の特徴 歳出の特徴

個人市民税
16.5%

固定資産税
15.1%

国庫支出金 22.1%
542億3,043万円

教育費 12.9% 
315億1,334万円

衛生費 8.5%  
208億959万円

公債費 5.7% 140億26万円

その他 4.4% 107億3,524万円

総務費 8.8% 
216億687万円

都支出金 15.8% 
386億4,950万円

市債 4.0% 
97億8,100万円

地方交付税 3.4% 
84億2,000万円

その他 8.5% 207億4,863万円

法人市民税
2.1%

市税 39.7%
973億6,420万円

その他の市税
6.0%

歳　入
2,451億円

歳　出
2,451億円

民生費 53.6％ 
1,314億1,281万円

障害者福祉、
高齢者福祉、
児童福祉、
生活保護など

土木費 6.1%  
150億2,189万円

地方消費税交付金
 6.5% 

159億624万円

※地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための資金を積み立てる基金（貯金）
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３つの柱

基礎となる取り組み

Ｐ２

Ｐ６〜９

Ｐ

Ｐ５

予算が決まるまで

議員がチェックした主な取り組みは

市長による

予算案の提案説明

予算案の審査（総括質疑）

【全体会議】

予算等審査特別委員会審査報告、

討論

記名投票による採決 賛成30票 反対７票

可決！

８年度の事業実施へ

予算案の審査　

【分科会】

各分科会報告、意見、採決

【全体会議】

会派代表質疑

市長が作成した予算案を説明し
ます

特別委員会を設置し、議長を
除く全議員で予算案をチェッ
クします

特別委員会の審査報告を受け、
賛成・反対の討論を行います

議長を除く全議
員が投票し、採
決します

４つの常任委員会ごとの分科会で、
詳しくチェックします

各分科会の審査報告を受け、
賛成・反対の意見を表明後、
特別委員会として採決します

予算案に対し、各
会派を代表して１
人が質疑し、市長
等が答えます

1

3

6 7

4 5

2

総務企画 文教経済

厚　生 都市環境

文教経済分科会

 

予算審査の模様は、Ｐ９の

二次元コードから録画配信

で見られるよ！

…本号での掲載ページ

委員長による

審査報告

議長を除く全議員

による記名投票

Ｐ４

予 算 等 審 査 特 別 委 員 会

本会議で可決されると、
予算が成立します

主な質疑は

次のページから

市民の安全・安心

■避難所空調機設置　　　　　　　　　　■地域循環バス「はちバス」の運行

■地域で支え合う仕組みづくり　　　　　■宅地防災対策

▲

市内経済の成長・発展

■地域通貨の活用

■スタートアップ支援

■「桑
そ う と

都の杜
もり

」の整備運営

■自動運転バスの実証運行

▲ �

八王子市を支える人財の確保・

定着・育成

■政策立案機能の充実

■登校支援ネットワークの整備

■母子保健

■地域子ども・子育て支援

▲ �

日本遺産をはじめとする観光資源

を活用した賑
にぎ

わいの創造

■観光コンテンツの発掘・洗練化

■ＭＩＣＥの推進

■日本遺産の活用
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３月３日の本会議で、
市長が提案した予算案に
対して、各会派が代表質
疑を行いました。
主な質疑の要旨を発言
順に掲載しています。

わが会派は
　予算のここをチェック！

会派代表質疑

八王子市議会公明党

村
むらまつ

松　徹
とおる

　

自民党新政会

鈴
す ず き

木 玲
れ お

央

日本共産党

八王子市議会議員団

鈴
す ず き

木 勇
ゆ う じ

次

立憲民主・市民の会

小
こばやし

林 裕
ひ ろ え

恵

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

問　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
。

答　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
。

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

問　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

答　
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

体
育
室
へ
の
空
調
機
設
置
は

問　
避
難
所
と
な
る
市
民
セ
ン
タ

ー
体
育
室
で
空
調
機
が
未
設
置

の
７
施
設
の
う
ち
、
石
川
・
中
野

は
、
設
置
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
残
り
の
５
施
設
に
つ
い

て
の
方
針
は
。

答　
利
用
者
の
利
便
性
や
市
内
事

業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
等
を

考
慮
し
つ
つ
、
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
迅
速

か
つ
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

今
後
の
地
域
公
共
交
通
整
備
は

問　
桑
都
の
杜
の
開
設
に
合
わ
せ
、

自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
運
行
を

実
施
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
将

来
的
に
本
市
は
、
レ
ベ
ル
４
自
動

運
転
※1
を
目
指
す
と
の
こ
と
だ
が
、

今
後
の
取
り
組
み
へ
の
考
え
は
。

答　
自
動
運
転
の
社
会
実
装
に
は
、

安
全
性
と
信
頼
が
必
須
と
考
え

て
い
る
。
交
通
事
業
者
や
大
学
等

と
連
携
し
、
本
市
で
の
実
証
実
験

や
社
会
実
装
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

空調機設置で避難所生活の環境改善へ

財政規律で負担のバランスを

施設使用料等の算定の適正化を

財
政
健
全
性
確
保
の
取
り
組
み
は

問　
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た

め
、
基
金
と
市
債
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
、
財
政
の
健
全
性
確
保
に

向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答　
経
営
計
画
に
お
い
て
、
市
独

自
に
財
政
規
律
を
設
定
し
、
現

役
世
代
と
将
来
世
代
と
の
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
両
立
し
て
い
く
。

不
登
校
対
策
の
充
実
を

問　
校
内
別
室
指
導
支
援
員
※2
の

配
置
を
８
年
度
に
全
市
立
小
・

中
学
校
等
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
を

ど
の
よ
う
に
充
実
す
る
の
か
。

答

　
全
校
で
持
続
可
能
な
運
営
を

行
え
る
よ
う
事
業
設
計
を
行
っ

た
。
不
登
校
対
策
と
し
て
、
ほ
か

に
も
幼
稚
園
・
保
育
園
と
の
連
携

を
進
め
る
な
ど
、
考
え
得
る
限
り

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

受
益
者
負
担
の
算
定
の
適
正
化
を

問　
市
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
使

用
料
等
を
算
定
す
る
原
価
に
減

価
償
却
費
を
含
め
て
い
る
。
市
民

は
、
住
民
福
祉
の
た
め
に
税
負
担

し
て
お
り
、
減
価
償
却
費
を
含
め

て
利
用
者
負
担
で
賄
う
の
は
、
適

切
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
施
設
の
更
新
費
用
を
長
期
的

に
見
通
し
、
将
来
世
代
へ
過
度

な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
、
建
設

費
相
当
の
減
価
償
却
費
を
原
価
に

含
め
算
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

平
和
な
社
会
に
向
け
て

問　
内
閣
か
ら
非
核
三
原
則
の
見

直
し
の
声
が
あ
る
中
、
非
核
平

和
宣
言
都
市
で
あ
る
本
市
か
ら
、

見
直
し
発
言
に
抗
議
し
、
撤
回
を

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

　
市
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会

議
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け

た
取
り
組
み
や
活
動
が
決
議
さ
れ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
加
盟
都
市

と
し
て
活
動
し
て
い
く
。

地
域
公
共
交
通
の
考
え
は

問　
は
ち
バ
ス
を
再
編
し
、
運
行

ル
ー
ト
を
拡
大
す
る
こ
と
を
評

価
す
る
。
市
民
生
活
の
質
を
担
保

す
る
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

地
域
公
共
交
通
の
将
来
像
は
。

答　
人
を
中
心
と
し
た
交
通
環
境

の
充
実
と
地
域
の
活
力
を
育
む

交
通
体
系
の
実
現
に
向
け
、
市
民

生
活
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
を
着

実
に
進
め
て
い
く
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
方
針
は

問　
４
年
度
か
ら
実
施
し
た
民
間

建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調

査
に
対
す
る
補
助
金
交
付
を
終
了

し
、
８
年
度
は
予
算
計
上
し
て
い

な
い
。
今
後
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

答

　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
必
要
性

等
を
所
有
者
へ
周
知
で
き
、
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

今
後
は
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を

行
い
、
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
を
進
め
、
市
民
の

健
康
と
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

さらなる地域公共交通の充実を

※1 特定の走行環境条件を満たす限定された領域において、システムが運転操作の全部を代替する状態の自動運転
※2 学級で過ごすことは難しいが、校内の別室であれば登校できる児童・生徒に対して、別室で学習指導や相談対応等を行う支援員

録画配信は
　こちら⇒

現役世代 将来世代
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８
年
度
予
算
は
過
去
最
大
規
模
で

あ
る
が
、
市
民
生
活
を
守
り
、
将
来

の
成
長
に
も
備
え
る
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
編
成
で
あ
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

編
成
方
針
で
は
、
費
用
対
効
果
に

見
合
わ
な
い
事
業
等
は
廃
止
や
再
構

築
を
図
る
と
あ
る
。
無
駄
を
省
い
た

上
で
、
本
市
の
個
性
を
強
く
打
ち
出

せ
る
事
業
に
は
、
先
行
投
資
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

限
り
あ
る
行
政
資
源
の
中
、
デ
ー

タ
と
現
場
の
声
を
い
か
し
た
政
策
立

案
を
進
め
、
未
来
を
見
据
え
て
市
民

が
真
に
必
要
な
施
策
に
注
力
す
る
こ

と
を
求
め
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

校
内
別
室
指
導
支
援
員
の
配
置
を

全
市
立
小
・
中
学
校
等
に
拡
大
す
る

こ
と
は
、
迅
速
か
つ
手
厚
い
対
応
と

考
え
る
。
不
登
校
を
未
然
に
防
止
し
、

安
心
し
て
社
会
と
つ
な
が
る
体
制
づ

く
り
の
一
層
の
強
化
を
要
望
す
る
。

崖
・
擁
壁
実
態
調
査
や
、
盛
土
等

に
よ
る
災
害
防
止
の
た
め
の
調
査
は
、

頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
よ

る
地
盤
災
害
へ
の
予
防
保
全
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
評
価
す
る
。
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
具
体
的
手
立
て
や
、

予
算
の
継
続
的
な
確
保
を
求
め
る
。

経
営
計
画
に
お
け
る
具
体
策
の
推

進
を
期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

  自民党新政会

西
にしむろ

室 真
ま き

希 市
民
が
真
に
必
要
な
施
策
に
注
力
を

さ
ら
な
る
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

八王子市議会公明党

村
む ら ま つ

松　徹
とおる

 

賛
成

賛
成

立憲民主・市民の会

浜
は ま の

野 正
しょうた

太

イ
ン
フ
レ
や
経
済
活
動
の
回
復
を

背
景
に
税
収
が
伸
び
て
い
る
一
方
で
、

物
価
上
昇
が
市
民
に
負
担
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
本
市
の
財
政
は
、
一
定

の
健
全
性
は
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、

民
生
費
の
増
加
等
を
踏
ま
え
、
最
小

の
費
用
で
最
大
の
効
果
を
得
る
た
め

に
、
事
務
事
業
評
価
等
に
よ
る
継
続

的
な
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

事
務
事
業
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
見

直
す
取
り
組
み
を
全
庁
的
に
展
開
す

る
こ
と
で
、
金
銭
的
・
人
的
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
り
、
付
加
価
値
の
よ
り

高
い
業
務
に
一
層
注
力
す
る
こ
と
を

期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

付
加
価
値
の
高
い
業
務
に
一
層
の
注
力
を

賛
成

教えて！市議会？
～討論編～

千人くん ま～姫

公
共
施
設
の
使
用
料
等
の
値
上
げ

は
、
市
民
の
利
用
抑
制
に
つ
な
が
り

か
ね
ず
、
市
民
活
動
等
に
も
影
響
が

あ
る
と
考
え
る
。
市
が
そ
の
影
響
を

十
分
に
検
討
し
て
い
な
い
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。
公
共
施
設
は
市
民
全
体

の
財
産
で
あ
り
、
誰
も
が
利
用
者
に

な
り
得
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用

者
負
担
の
引
き
上
げ
を
優
先
さ
せ
て

い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
、
市
民
の
負

担
増
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
削
減
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
は
、
市
民
生
活
を
支
え

る
責
任
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
と

は
言
え
ず
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

日本共産党
八王子市議会議員団

望
もちづき

月 翔
しょうへい

平 施
設
使
用
料
等
の
値
上
げ
は
問
題

反
対

農
業
振
興
施
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を

公
共
施
設
は
住
民
福
祉
を
支
え
る

基
盤
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
受
益

者
負
担
の
見
直
し
に
よ
る
使
用
料
等

の
値
上
げ
に
は
賛
同
で
き
な
い
。
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
施

策
を
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

豊
か
な
自
然
や
農
地
の
あ
る
本
市

の
都
市
農
業
の
可
能
性
を
よ
り
引
き

出
す
た
め
、
都
と
の
連
携
強
化
が
必

要
で
あ
る
。
今
後
も
、
市
民
が
こ
の

ま
ち
に
誇
り
を
持
て
る
取
り
組
み
を

期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
疑
問

諸　派

賛
成

反
対 諸

派
＝
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

議案に対し、議員が賛成か反対
かの意見を表明することだよ

採決前にやっている討論て、何？

意見の違う議員を自分の意見に
賛同させるためだよ

何のためにやるの？

本会議を傍聴すればＯＫ！
インターネットでも見られるよ

討論は見られるの？

討
論

録画配信はこちら⇒

８年度予算案

このような理由で

３月26日の本会議で、８年度予算案の
採決に先立ち、議員が賛成・反対の立場
から討論を行いました。
ここでは、各議員の主な討論
内容を掲載しています。賛成しました 反対しました

舩
ふ な き

木 翔
しょうへい

平玉
たましょう

正 彩
さ や か

加
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問　
市
長
就
任
後
、
連
続
し
て
過
去

最
大
規
模
の
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
扶
助
費
を
中
心
と
し
た
社
会
保

障
関
係
費
に
加
え
、
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
へ
の
対
応
経
費
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
主
な
原
因
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
将
来
世
代
に
過
度

な
負
担
を
先
送
り
し
な
い
た
め
の
財

政
規
律
を
守
り
、
財
政
の
健
全
性
を

堅
持
し
つ
つ
、
「
す
べ
て
の
人
が
輝

き
、
や
す
ら
げ
る
街
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
く
。

問　
予
算
編
成
方
針
で
は
、
コ
ス
ト

意
識
を
持
っ
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
の
視

点
か
ら
事
業
の
見
直
し
を
検
討
し
、

費
用
対
効
果
に
見
合
わ
な
い
事
業
等

は
廃
止
、
ま
た
は
再
構
築
を
図
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
手
法
で
見
直
し
を
行
っ
た
の
か
。

答　
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、

目
的
に
立
ち
返
り
、
ク
ロ
ス
Ｓス

ウ
ォＷ

Ｏッ

トＴ
分
析
※
等
を
用
い
た
点
検
を
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
既
に
目
的
を

達
成
し
た
事
業
等
は
、
廃
止
・
縮
小

等
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

問　
８
年
度
に
は
後
期
経
営
計
画
の

策
定
が
始
ま
る
が
、
現
行
の
経
営

計
画
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
評
価
を
聞
き
た
い
。

答　
施
策
の
効
果
・
効
率
的
な
展
開

や
経
営
資
源
の
確
保
に
成
果
が
あ

っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
７
年
度
の
事

業
総
点
検
を
踏
ま
え
、
８
年
度
予
算

で
は
、
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応

に
必
要
な
業
務
量
や
、
業
務
内
容
に

応
じ
た
人
員
の
配
置
状
況
を
明
確
に

す
る
な
ど
、
改
善
に
努
め
た
。

問　
現
行
の
経
営
計
画
の
取
り
組
み

や
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
後
期
経
営
計
画
を
ど
の
よ

う
に
策
定
し
て
い
く
の
か
。

答　
社
会
情
勢
の
不
確
実
性
が
高
ま

る
中
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

を
推
進
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
経
営

資
源
、
特
に
人
的
資
源
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
八
王
子
未
来
デ
ザ
イ
ン
２

０
４
０
の
施
策
効
果
を
確
実
に
生
み

出
す
事
業
を
推
進
し
、
経
営
資
源
を

計
画
的
・
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め

の
行
程
を
示
し
て
い
く
。

問　
内
部
統
制
推
進
の
た
め
、
管
理
職
を

含
め
て
職
員
を
５
人
増
や
す
と
の
こ
と

だ
が
、
新
た
な
体
制
で
の
事
務
の
内
容
は
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
契
約
や
会
計
等
の
財

務
に
関
す
る
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
や
対

応
策
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
は
、
不
正

な
ど
の
労
務
に
関
す
る
リ
ス
ク
や
、
事
務

処
理
の
誤
り
な
ど
の
業
務
に
関
す
る
リ
ス

ク
に
対
象
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
職
員
向

け
研
修
等
に
よ
る
公
務
員
倫
理
の
醸
成
な

ど
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
。

問　
内
部
統
制
推
進
の
ほ
か
、
服
務
監
察

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

実
施
す
る
の
か
。

答　
職
員
の
業
務
上
の
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
服
務
状
況
や
事
務
処
理
プ
ロ

セ
ス
が
法
令
・
規
則
に
則
っ
て
い
る
か
を

事
前
に
調
査
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

服
務
監
察
は
、
職
員
を
監
視
す
る
も
の
で

は
な
く
、
組
織
横
断
的
か
つ
継
続
的
に
リ

ス
ク
を
回
避
し
、
職
員
が
安
心
し
て
意
欲

を
持
っ
て
働
け
る
職
場
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
行
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

事
業
総
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、

八
王
子
未
来
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
の

実
現
に
向
け
、
予
算
化
す
る
。

八王子未来デザイン２０４０の実現に向け
後期経営計画の策定を

リスク管理体制の整備で
適正な業務執行を

業務上のリスク等を調査し、職員が安心
して意欲を持って働ける職場環境を

８年度予算案は、本会議で予算等
審査特別委員会（岸田功典委員長、
森喜彦副委員長）に付託され、全体
会議と分科会において慎重に審査し
ました。
ここでは、３月５日から４日間の
全体会議で行った総括質疑の主な質
疑と答弁の要旨を掲載しています。

予算等審査特別委員会
　　　　　　　の審査から  

森
もり

 喜
よしひこ

彦 副委員長岸
き し だ

田 功
こう

典
すけ

 委員長

総括質疑

どのように使う？

　どのようにいかす？

市民のお金市民のお金

行政サービスを安定的かつ持続

的に提供するため、内部統制を推

進するほか、服務監察を実施する。

八王子未来デザイン２０４０の実現に
向けた行動計画である経営計画

HACHIOJ I C ITY

MANAGEMENT PLAN

八王子市経営計画
２０２３－２０２６

「八王子未来デザイン2040」の実現に向けた行動計画

※ 経営戦略や事業計画を立てるための現状分析を行い、明らかになった４つの要素（強み、弱み、機会、脅威）を組み合わせて
戦略を考える方法
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学校再編に向けた取り組みは

問　
新
た
に
実
施
す
る
創
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
、
サ
イ
バ
ー
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
八
王
子
※1
が
実
施
し
て
き
た

「
本
気
の
創
業
塾
」
と
の
違
い
は
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
主
に
事
業
計
画

の
具
体
性
の
高
い
方
や
既
に
創
業

し
て
い
る
方
を
対
象
に
し
て
き
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
創
業
に
関
心

が
あ
る
が
、
事
業
計
画
等
の
具
体
性

が
十
分
で
は
な
い
方
を
対
象
と
し
、

創
業
者
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
事
業

と
な
っ
て
い
る
。

問　
創
業
を
目
指
す
方
や
学
生
な
ど

の
ア
イ
デ
ア
を
事
業
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
新
た
に
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス

ト
※2
を
開
催
す
る
狙
い
を
聞
き
た
い
。

答　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
「
本
気
の
創

業
塾
」
の
参
加
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ア
等
を
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で

提
案
す
る
こ
と
で
、
資
金
調
達
や
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
の
場
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
学
校
再
編
は
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
。
教
育
環

境
の
向
上
の
た
め
、
一
定
規
模
の
集
団
の

中
で
学
ぶ
適
正
規
模
を
目
指
し
、
再
編
を

進
め
て
い
る
が
、
教
育
的
観
点
か
ら
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

答　
学
校
教
育
は
、
社
会
で
生
き
抜
く
た

め
の
基
礎
的
な
学
力
の
習
得
の
ほ
か
、

一
定
規
模
の
集
団
の
中
で
社
会
性
や
人
間

性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
と
い
う
理

念
の
実
現
に
向
け
、
中
学
校
区
単
位
で
の

配
置
を
基
本
と
し
て
い
る
。

問　
学
校
の
統
廃
合
に
は
、
教
育
施
策
だ

け
で
は
な
く
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
観
点
も
重
要
と
考
え
る
。
施
設
の
費

用
対
効
果
等
を
算
出
し
、
適
正
な
コ
ス
ト

に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
社
会
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
整
備

に
掛
か
る
費
用
対
効
果
等
を
検
証
し
、

投
資
規
模
を
判
断
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
質
の
高
い
公
共
施
設
を
将
来
に
わ

た
り
確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
本
市
を
舞
台
と
し
た
ア
ニ
メ
を

活
用
し
た
誘
客
事
業
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
期
待
す
る
効
果
は
。

答　
ア
ニ
メ
と
の
連
携
は
、
新
た
な

来
訪
需
要
の
創
出
や
、
滞
在
に
よ

る
観
光
消
費
の
拡
大
等
、
多
方
面
に

効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
ア
ニ
メ
に
描
か
れ
た
場
所
を
訪

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
そ
の

も
の
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ま

ち
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
南
大
沢
や

道
の
駅
八
王
子
滝
山
等
を
巡
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

組
み
込
む
ほ
か
、
飲
食
店
に
お
け
る
、

作
品
の
世
界
観
を
取
り
入
れ
た
コ
ラ

ボ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
等
を
考
え
て
い

る
。
訪
れ
た
人
が
、
本
市
の
多
様
な

魅
力
に
触
れ
、
ま
ち
歩
き
の
楽
し
さ

が
一
層
広
が
り
、
地
域
の
経
済
効
果

に
つ
な
が
る
よ
う
民
間
事
業
者
と
連

携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

若
年
層
に
向
け
た
創
業
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ピ
ッ
チ

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る
。

本
市
が
舞
台
の
ア
ニ
メ
を
活
用
し
、

事
業
者
等
と
の
共
創
に
よ
る
取
り
組

み
を
行
い
、
誘
客
促
進
等
を
図
る
。

創業支援の取り組みは
アニメを活用した

誘客促進に向けて

学校再編には、学校の当事者である子ども
たちの声も反映を

特別委員会を設置して令和８年度予算案を審査しました特別委員会を設置して令和８年度予算案を審査しました

子どもたちの良好な教育環境の

確保に向け、学校再編への取り組

みを進める。

アニメに登場する市のスポットを巡る
スタンプラリーなどで周遊を促進

南大沢

道の駅八王子滝山

※1 市と八王子商工会議所や企業、大学等が一体となり、地域の資源を最大限に活用し、魅力ある産業都市の形成に向け設立された組織
※2 起業家等が、限られた時間内で投資家などに自身のビジネスアイデアや製品を効果的に伝え、評価を受けるコンテスト
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問　
加
齢
性
難
聴
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ

い
て
、
予
算
総
額
を
増
額
す
る
一
方

で
、
補
助
上
限
額
を
５
万
円
か
ら
３

万
円
に
減
額
す
る
理
由
は
。

答　
７
年
度
か
ら
実
施
し
た
本
事
業

は
想
定
を
上
回
る
申
請
が
あ
っ
た

た
め
予
算
を
増
額
し
た
が
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
よ
り
多
く
の
高
齢
者

に
助
成
す
る
こ
と
で
、
社
会
参
加
の

阻
害
要
因
を
取
り
除
く
こ
と
を
優
先

す
べ
き
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

問　
申
請
実
績
か
ら
、
潜
在
的
な
難

聴
者
は
多
い
と
考
え
る
。
難
聴
に

対
す
る
啓
発
や
実
態
把
握
を
さ
ら
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
補
聴
器
購
入
者
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
事
業

効
果
や
利
用
状
況
の
検
証
を
進
め
る

と
と
も
に
、
補
聴
器
の
選
び
方
な
ど

の
講
座
を
開
催
し
た
。
今
後
も
、
加

齢
性
難
聴
の
早
期
発
見
に
有
効
な
啓

発
手
法
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

問　
高
齢
者
計
画
・
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
等
の
積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て
示

し
て
い
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
介

護
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　
健
康
づ
く
り
を
習
慣
化
す
る
ア

プ
リ
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

活
用
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る

Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
と
と
も
に
、
介
護
事

業
者
へ
の
研
修
等
を
通
じ
、
Ｄ
Ｘ
の

普
及
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
介
護
事
業
所
職
員
の
高
齢
化
や

人
材
不
足
の
中
、
介
護
Ｄ
Ｘ
に
よ

る
事
業
所
支
援
の
取
り
組
み
は
。

答　
介
護
事
業
所
間
に
お
け
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
情
報
の
共
有
が
可
能
と
な

る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
事
業
者
に
、

導
入
経
費
の
補
助
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
修
等
と
併

せ
、
よ
り
効
果
的
に
介
護
事
業
所
の

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
生
産
性
向
上
を
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
は
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
の
状
態

に
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
に
当
た

り
、
最
も
必
要
な
も
の
は
何
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答　
養
育
環
境
に
課
題
を
抱
え
る
家
庭
や

学
校
に
居
場
所
が
な
い
児
童
を
対
象
に
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

個
々
の
児
童
の
状
況
に
応
じ
た
包
括
的
な

支
援
を
行
う
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
を

８
年
度
か
ら
実
施
し
、
児
童
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
改
善
や
虐
待
防
止
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
養
育
に
困
難
を
抱
え
る
家
庭
が
、
児

童
育
成
支
援
拠
点
事
業
の
利
用
を
た
め

ら
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
対
応
は
。

答　
本
事
業
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
支
援
し
て
い
る
児
童
を
対
象
と
し
て

い
る
。
保
護
者
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
た

上
で
、
児
童
に
と
っ
て
有
意
義
で
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
利
用
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
及
び
社
会
参

加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
補
聴
器
購

入
費
を
助
成
す
る
。

介
護
人
材
の
育
成
等
や
、
介
護
事

業
所
の
業
務
負
担
軽
減
の
た
め
、
シ

ス
テ
ム
導
入
経
費
を
補
助
す
る
。

高齢者への補聴器
購入費助成の取り組みは

介護ＤＸの推進に向けて

すべての子どもたちが
健やかに育つために

児童育成支援拠点事業で養育環境等に課題
を抱える児童と保護者を支援

児童とその家庭が抱える課題に

応じて支援するとともに、関係機

関と連携し、虐待防止等を図る。

予算等審査特別委員会の全体会議に
おいて、会派ごとの持ち時間制で行う
質疑のことです。
今定例会では、32人の 
議員が行いました。

総括質疑とは？？

案内パンフレット
はこちら⇒

助成事業案内パンフレット
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新たなランドマークとなる

桑
そ う

都
と

の杜
も り

のオープンに向けて

問　
本
予
算
の
柱
と
な
る
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
市
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
な
る
桑
都
の
杜
を
、
最
大
限
い
か
し

て
市
内
経
済
を
成
長
・
発
展
さ
せ
る
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　
市
内
施
設
と
連
携
し
た
周
遊
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
、
桑
都
の
杜
と
豊
か
な
地
域
資

源
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
魅
力
あ
る
取
り
組

み
を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
へ
の

愛
着
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
み
、
市

内
経
済
へ
の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
。

問　
施
設
整
備
だ
け
で
は
な
く
、
継
続
的

な
に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
生
み
出
す
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
施
設
へ
の
愛
着
を
育
む

上
で
も
市
民
参
画
は
不
可
欠
と
考
え
る
。

年
間
を
通
し
た
魅
力
創
出
へ
の
検
討
は
。

答　
オ
ー
プ
ン
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
は
、

市
民
も
参
加
す
る
会
議
体
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。
一
時
的
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出

で
終
わ
ら
せ
ず
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を

継
続
す
る
た
め
に
も
、
市
内
の
多
く
の
資

源
や
市
民
力
、
地
域
力
を
い
か
し
て
展
開

し
て
い
き
た
い
。

問　
南
大
沢
駅
前
公
共
空
間
高
質
化

事
業
は
、
８
年
度
で
開
始
か
ら
２

年
目
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
展
開
は
。

答　
都
や
大
学
、
民
間
企
業
等
で
構

成
す
る
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
会
議
を

立
ち
上
げ
、
議
論
内
容
を
踏
ま
え
た

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
８
年

度
は
、
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
、
人
流
の
調
査
等
を
行
っ
て
い
く
。

問　
会
議
で
は
、
環
境
に
配
慮
し
た

施
設
整
備
へ
の
意
見
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
内
容
を
聞
き
た
い
。

答　
既
存
の
構
造
物
に
負
担
を
掛
け

ず
、
設
置
が
可
能
な
フ
ィ
ル
ム
状

の
次
世
代
太
陽
光
発
電
設
備
を
屋
根

面
に
設
置
し
、
そ
の
電
力
を
案
内
誘

導
サ
イ
ン
等
に
供
給
す
る
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

問　
本
事
業
で
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

太
陽
電
池
※2
等
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

答　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
に

つ
い
て
は
、
公
共
施
設
の
屋
根
や

壁
面
へ
の
設
置
な
ど
、
地
域
特
性
に

応
じ
た
導
入
の
方
向
性
を
見
極
め
て

い
く
。
本
事
業
で
、
最
先
端
技
術
を

い
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

南
大
沢
駅
前
公
共
空
間
の
高
質
化

を
図
る
た
め
、
駅
前
公
共
施
設
の
整

備
を
実
施
す
る
。

公共空間高質化事業への
再生可能エネルギー導入を

公園やミュージアム、ライブラリ、交流
スペースが一体となった桑都の杜

 10月の桑都の杜のオープンに向

け、公園・施設の整備を完了する

ほか、オープンイベント等を行う。

予算等審査特別委員会の総括質
疑は市議会ホームページで生中継
するほか、録画でも視聴できます。

録画配信は
　こちら⇒

※1電気自動車や燃料電池自動車など、走行時に二酸化炭素等の排出ガスを出さない自動車
※2ペロブスカイトという特殊な結晶構造を用いた次世代太陽電池の一種で、薄い・軽い・曲がるなどの特徴がある

問　
都
の
「
Ｚゼ

ブ
Ｅ
Ｖ
※1
ご
み
収
集
車

実
装
支
援
事
業
」
を
活
用
し
た
、

ご
み
収
集
業
務
の
試
行
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
水
素
燃
料
を
使
っ
た
Ｚ
Ｅ
Ｖ
ご

み
収
集
車
の
無
償
貸
与
を
受
け
、

作
業
性
等
を
検
証
す
る
も
の
で
、
収

集
業
務
の
一
部
で
運
行
予
定
で
あ
る
。

水
素
利
用
の
社
会
実
装
や
、
Ｚ
Ｅ
Ｖ

導
入
の
判
断
に
必
要
な
デ
ー
タ
取
得

を
通
じ
て
、
脱
炭
素
化
を
進
め
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

都
の
事
業
を
活
用
し
、
水
素
燃
料

電
池
ご
み
収
集
車
に
よ
る
収
集
業
務

の
試
行
を
行
う
。

水素燃料電池で走行でき、ゼロカーボンシ
ティ実現にもつながるＺＥＶごみ収集車

脱炭素社会の実現へ

写真提供：町田市
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本 
会 
議

市
長
提
出
議
案
67
件
を
可
決

８
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月

24
日
に
開
会
し
、
本
会
議
に
お
い

て
議
案
を
審
議
し
、
８
年
度
予
算

案
を
含
む
市
長
提
出
議
案
67
件
を

可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
市
長
提
出
議
案
の
う

ち
、
委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し

た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

全
議
案
の
審
議
結
果
及
び
候
補
者
の

氏
名
は
12
・
13
ペ
ー
ジ
へ

付
託
を
省
略
し
た
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算(
第
５
号
)

　

の
専
決
処
分

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算(
第
６
号
)

の
専
決
処
分

■ 

給
与
及
び
公
共
料
金
特
別
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案
は
、
決
議
１
件
、

条
例
１
件
、
規
則
２
件
を
審
議
し
、

可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
決
議

■ 

イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
軍
事
行
動
の

即
時
停
止
と
、
国
際
社
会
の
対

話
に
よ
る
平
和
的
解
決
を
求
め

る
決
議

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
へ
の
先
制
攻
撃
は
、
国
際
連

合
憲
章
や
国
際
法
を
無
視
し
た
暴

挙
で
あ
り
、
国
際
秩
序
を
崩
壊
さ

せ
か
ね
ず
、
看
過
で
き
な
い
。
よ

っ
て
、
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
軍
事
行

動
の
即
時
停
止
と
、
対
話
に
よ
る

平
和
的
解
決
を
強
く
求
め
る
も
の
。

可
決
し
た
条
例

■ 

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

市
の
執
行
体
制
の
変
更
に
伴
い

規
定
を
整
備

可
決
し
た
規
則

■
市
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

■ 

市
議
会
委
員
会
傍
聴
規
則
の
一

部
改
正

傍
聴
席
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
者
に
関
す
る
規
定
等
を
改
正

委 

員 

会

常
任
委
員
会
で
付
託
議
案
を
審
査

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
市
長
提

出
議
案
17
件
は
、
各
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

審
査
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
企
画
委
員
会

開
催
日　

２
月
25
日

■ 
一
般
会
計
補
正
予
算(
第
７
号
)

防
犯
の
た
め
の
対
策
品
購
入
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
費
用
を
補
助

問　
防
犯
対
策
品
の
購
入
・
設
置

の
補
助
は
、
５
年
度
に
実
施
し

て
か
ら
今
回
で
４
回
目
と
な
る
が
、

知
ら
な
い
市
民
も
多
い
と
感
じ
る
。

今
回
実
施
す
る
に
当
た
り
、
新
た

な
周
知
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
の
周
知
や
郵
便
局
な
ど
へ

の
チ
ラ
シ
配
布
を
行
っ
て
き
た
。

今
回
は
市
が
発
送
す
る
文
書
へ
の

チ
ラ
シ
同
封
の
ほ
か
、
市
民
へ
訪

問
販
売
を
行
う
事
業
者
に
協
力
依

頼
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　
新
た
に
、
市
民
の
防
犯
意
識

向
上
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
市
民
団
体
へ
の
補
助
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
実
施
の
概

要
は
。

答　
募
集
開
始
は
４
月
以
降
と
な

る
。
12
月
ま
で
に
完
了
し
、
実

施
報
告
書
を
９
年
１
月
ま
で
に
提

出
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
対

象
に
、
会
場
使
用
料
な
ど
を
補
助

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

家
庭
用
防
災
物
品
の
購
入
費
を

補
助
す
る
経
費
を
計
上

問　
補
助
対
象
を
携
帯
ト
イ
レ
、

家
具
転
倒
防
止
用
器
具
、
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
３
つ
と
し
た
理
由

を
聞
き
た
い
。

答　
大
地
震
が
発
生
し
た
際
に
も
、

自
宅
で
安
全
に
在
宅
避
難
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
物
品
を
選
定
し

て
い
る
。

問　
被
害
想
定
を
ど
の
よ
う
に
見

込
む
か
に
よ
っ
て
必
要
な
対
策

は
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
、

本
市
の
被
害
想
定
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

答　
都
が
算
出
し
た
多
摩
東
部
直

下
地
震
の
被
害
想
定
を
も
と
に

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。自
助・

共
助
・
公
助
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

強
化
す
る
こ
と
が
被
害
想
定
へ
の

対
策
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問　
上
限
１
万
円
と
い
う
補
助
の

金
額
は
、
適
切
な
設
定
な
の
か
。

答　
現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
製
品
が
あ
り
、
安
価
な
も
の

も
あ
る
。
今
回
の
実
施
結
果
を
踏

ま
え
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
い
か

し
て
い
く
の
か
検
証
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
購
入
費
の
補
助
も
大
切
だ
が
、

自
分
の
家
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、

何
が
必
要
な
の
か
を
意
識
で
き
な

い
と
、
適
切
に
備
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
考
え
る
。
啓
発
に
つ
い

て
の
市
の
見
解
は
。

答　
各
家
庭
の
状
況
に
よ
り
必
要

な
備
蓄
は
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
か
、
出
前
講
座
等

の
機
会
を
捉
え
て
周
知
し
て
い
き

た
い
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

令和
８年

第

　回

定
例
会

１
本会議のようす（今定例会の会期は２月24日
～３月27日）
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文
教
経
済
委
員
会

開
催
日　

２
月
25
日

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算(
第
７
号
)

国
補
助
の
追
加
に
よ
り
学
校
施

設
の
改
修
費
を
増
額

問　
本
補
正
で
行
う
営
繕
工
事
の

う
ち
、
体
育
館
床
の
改
修
に
つ

い
て
、
よ
り
安
全
で
使
い
や
す
く

改
修
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

答　
現
状
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
か

ら
、
材
質
が
軟
ら
か
く
衝
撃
を

吸
収
し
や
す
い
な
ど
、
機
能
性
が

高
い
長
尺
弾
性
塩
ビ
シ
ー
ト
に
改

修
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
底
冷
え

し
に
く
く
、
活
動
時
に
出
る
音
の

緩
和
等
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
中
、
学
校
再
編
を
見

据
え
て
、
施
設
整
備
の
計
画
を
立

て
て
い
る
の
か
。

答　
学
校
再
編
を
見
据
え
な
が
ら
、

無
駄
な
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
事
業

者
へ
の
支
援
金
の
経
費
を
計
上

問　
国
補
助
を
活
用
し
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市
内

中
小
企
業
者
に
支
援
金
を
交
付
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
行
っ
て
き
た
同
様
の
事
業
と
、

本
補
正
の
違
い
を
聞
き
た
い
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
電
気
・
ガ
ス

料
金
の
上
昇
を
支
給
条
件
と
し

て
い
た
。
今
回
は
、
物
価
高
に
着

目
し
、
事
業
者
の
経
費
を
前
年
度

と
比
較
し
て
支
援
を
実
施
す
る
制

度
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

問　
中
小
企
業
者
が
対
象
だ
が
、

規
模
に
幅
が
あ
る
た
め
、
10
万

円
と
い
う
支
援
金
額
に
対
す
る
捉

え
方
に
違
い
が
あ
る
と
考
え
る
。

規
模
に
応
じ
た
支
援
の
検
討
は
。

答　
事
業
者
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、

支
援
金
額
が
10
万
円
で
は
少
な

い
事
業
者
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
今
回
は
、
過
去
の
実
績
も

踏
ま
え
、
小
規
模
事
業
者
を
主
な

対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
。

結
果　

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

厚 

生 

委 

員 

会

開
催
日　

２
月
26
日

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算(
第
７
号
)

物
価
高
騰
に
伴
い
、
市
民
に
給

付
金
を
支
給
す
る
経
費
を
計
上

問　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
へ
の
給
付
金
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
桑
都
ペ
イ

ま
た
は
現
金
を
支
給
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
給
付
方
法
ご
と
の
申

請
時
期
に
つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
に
よ
る
電
子
申
請
と
比
べ
、

郵
送
で
の
申
請
時
期
が
遅
い
理
由

を
聞
き
た
い
。

答　
３
月
中
の
支
給
開
始
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

簡
易
な
案
内
を
送
付
し
電
子
申
請

に
よ
る
受
付
を
行
い
、
そ
の
後
、

申
請
し
て
い
な
い
方
に
郵
送
申
請

用
の
確
認
書
を
送
付
す
る
考
え
で

あ
る
。

問　
桑
都
ペ
イ
を
選
択
す
る
場
合

は
、
現
金
よ
り
も
一
人
当
た
り

１
千
円
多
く
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
こ
と
で
、
市
内
に
お
け
る
消
費

喚
起
も
図
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
型
店
舗
に
偏
ら
ず
、
個
人
商
店

等
に
も
循
環
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
現
在
、
桑
都
ペ
イ
の
加
盟
店

は
約
１
千
３
０
０
店
舗
だ
が
、

桑
都
ペ
イ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
等
で
募
集
を
行
い
、
引
き
続
き
、

多
く
の
業
種
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

保
育
所
等
へ
給
食
食
材
料
費
を

補
助
す
る
経
費
を
計
上

問　
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、

保
育
所
等
へ
給
食
食
材
料
費
の

一
部
を
補
助
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

今
回
、
弁
当
を
持
参
す
る
家
庭
に

対
し
て
負
担
軽
減
を
行
う
幼
稚
園

を
含
む
こ
と
と
す
る
理
由
は
。

答　
４
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

補
助
は
、
給
食
提
供
に
対
す
る

も
の
で
、
弁
当
持
参
の
幼
稚
園
へ

の
補
助
は
な
か
っ
た
。
弁
当
も
給

食
と
同
様
に
食
育
の
観
点
か
ら
重

要
と
考
え
、
今
回
の
補
正
で
は
弁

当
持
参
の
必
要
が
あ
る
幼
稚
園
に

つ
い
て
も
対
象
と
し
て
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
エ
ア

コ
ン
購
入
費
用
を
助
成

問　
記
録
的
な
猛
暑
か
ら
市
民
の

命
を
守
る
た
め
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
の

購
入
・
設
置
費
用
を
補
助
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
先
着
順
な
ど
に
よ

り
申
請
を
受
け
付
け
る
の
か
。

答　
稼
働
可
能
な
エ
ア
コ
ン
が
１

台
も
な
い
世
帯
の
み
を
対
象
と

し
て
お
り
、
申
請
が
あ
っ
た
す
べ

て
の
世
帯
に
補
助
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

問　
エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
を
、

ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
聞

き
た
い
。

答　
各
家
庭
の
設
置
状
況
は
、
業

務
委
託
に
よ
り
確
認
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
世
帯
に
よ
っ
て
は
高
齢
等
に

よ
り
申
請
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
申

請
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

答　
自
立
相
談
支
援
員
を
は
じ
め
、

は
ち
ま
る
サ
ポ
ー
ト
※
や
高
齢

者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
に
周
知
を

行
い
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に

情
報
が
行
き
届
く
よ
う
連
携
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

結
果　

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

衝撃を吸収し足への負担軽減のほか、維
持管理しやすい床材へ改修した体育館

給付金の案内
はこちら⇒

6,000円分の

ポイント付与

第一中学校
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都
市
環
境
委
員
会

開
催
日　

２
月
26
日

■ 

道
路
構
造
の
技
術
的
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

市
道
へ
の
自
転
車
通
行
帯
の
設

置
に
関
す
る
規
定
を
追
加

問　
自
転
車
が
歩
道
を
走
行
し
て

も
、
状
況
に
よ
っ
て
は
青
切
符

に
よ
る
取
り
締
ま
り
の
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
も
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
自
転
車
通
行
帯
を
設
置

し
た
道
路
で
は
、
自
転
車
の
歩
道

走
行
に
対
し
て
、
よ
り
厳
格
に
規

制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　
警
察
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
、

実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か
は
、
市
と
し
て
は
言
及
で
き
な

い
こ
と
と
考
え
て
い
る
が
、
自
転

車
通
行
帯
が
設
置
さ
れ
た
道
路
で

は
、
自
転
車
は
そ
の
通
行
帯
を
走

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

問　
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
や
送
迎

の
た
め
、
道
路
で
停
車
す
る
自

動
車
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
今
後

自
転
車
通
行
帯
が
設
置
さ
れ
る
と

そ
の
よ
う
に
停
車
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
の
か
。

答　
自
転
車
専
用
の
レ
ー
ン
で
あ

る
た
め
、
自
動
車
は
、
荷
物
の

積
み
下
ろ
し
な
ど
で
の
停
車
も
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。
自
転
車
通

行
帯
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
慎
重
に

見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
規
制
に
つ
い
て
は
警
察
が
、

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
市
が
責

任
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。
自
転

車
通
行
帯
の
設
置
も
含
め
、
特
に

整
備
が
必
要
な
道
路
の
情
報
等
を

警
察
と
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
危
険
箇
所
の
情
報
が
警
察
か

ら
入
る
ほ
か
、
小
学
校
の
通
学

路
点
検
を
警
察
や
地
域
と
合
同
で

行
っ
て
い
る
。
情
報
共
有
や
意
見

交
換
を
行
い
、
市
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
議
論
し
な
が
ら
、
道
路
整

備
を
進
め
て
い
る
。

結
果　

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

■ 

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

新
た
に
中
野
山
王
地
区
の
地
区

計
画
の
整
備
計
画
区
域
を
追
加

問　
本
改
正
で
建
築
物
の
敷
地
面

積
の
最
低
限
度
を
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
と
規
定
し
て
い
る
が
、

今
後
、
本
地
区
に
大
型
の
商
業
施

設
等
を
導
入
す
る
方
向
性
な
の
か
。

答　
本
地
区
は
都
営
中
野
団
地
の

中
心
と
な
る
地
区
で
あ
り
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
設
が
入
る

の
か
は
都
の
計
画
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
今
後
、
都
と
事
業
者
と
の

や
り
取
り
な
ど
で
決
ま
っ
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
都
の
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
本
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
、
市
と
し
て
進
め
る
に
当
た
り
、

本
改
正
を
行
う
意
義
を
聞
き
た
い
。

答　
本
改
正
は
、
地
域
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
施
設
の
建
築
を
排
除

す
る
な
ど
、
地
域
の
環
境
整
備
を

推
進
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
都
市
計
画
は
、
歩
い
て
暮

ら
せ
る
身
近
な
生
活
圏
を
目
指
す

と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
地
域
住

民
の
生
活
の
質
を
向
上
で
き
る
施

設
の
集
積
を
期
待
し
て
い
る
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

中野北小学校や中田遺跡公園が隣接す
る中野山王地区の地区計画の対象区域

令和８年（2026年）

第１回定例会  議案の審議結果一覧
会派の賛否　※1議長を除く

結 果
自民党 公明党 共産党 立憲民 諸　派

議員提出議案　４件 付　託 
委員会

11 人
※1

９人 ５人 ５人 ７人

※2

決　議
イランをめぐる軍事行動の即時停止と、国際社会の対話による平和的
解決を求める決議

― 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

※2

条例等

市議会委員会条例の一部改正

― 〇 〇 〇 〇 〇 可 決市議会傍聴規則の一部改正

市議会委員会傍聴規則の一部改正

市長提出議案　67 件
付　託 
委員会

自民党 公明党 共産党 立憲民 諸　派 結 果

※3

専決　
　処分

一般会計補正予算（第５号）の専決処分

― 〇 〇 〇 〇 〇 承 認一般会計補正予算（第６号）の専決処分

給与及び公共料金特別会計補正予算（第３号）の専決処分

※4

人　事
人権擁護委員の候補者の推薦（田

た ぢ か

近秀
ひ で こ

子氏、福
ふくざわ

澤武
たけふみ

文氏、

西
にしむら

村智
と も こ

子氏、小
こ み ね

峰貴
き み こ

美子氏、清
し み ず

水弘
ひ ろ み

美氏、佐
さ と う

藤ますみ氏）
― 〇 〇 〇 〇 〇 同 意

※3

７年度
補正　
　予算

一般会計補正予算（第７号） 全

〇 〇 〇 〇 〇 可 決

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

総・厚後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

介護保険特別会計補正予算（第２号）

土地取得事業特別会計補正予算（第１号）

総
借入金管理特別会計補正予算（第３号）

給与及び公共料金特別会計補正予算（第４号）

下水道事業会計補正予算（第２号）

駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 都

⬅ 次ページに続く
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市長提出議案（続き）
付　託
委員会

会派の賛否
結 果

自民党 公明党 共産党 立憲民 諸　派

※4

条　例

職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正 総

〇 〇 〇 〇 〇 可 決

乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正
厚

後期高齢者医療に関する条例の一部改正

道路構造の技術的基準に関する条例の一部改正

都
下水道条例の一部改正

地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正

市営住宅条例の一部改正
※4

その他 東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更 厚 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

※5

８年度
予算　

一般会計予算

予

※6

〇
※6

〇
※6

×
※6

〇
※6

〇5×2 可 決

国民健康保険事業特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

介護保険特別会計予算

母子・父子福祉資金特別会計予算

土地取得事業特別会計予算

駐車場事業特別会計予算

借入金管理特別会計予算

給与及び公共料金特別会計予算

下水道事業会計予算

※4

８年度
予算　
　関連

[条例 ]

組織条例の一部改正

非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

職員の給与に関する条例の一部改正

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正

若きチェリスト育成基金条例の廃止

手数料条例の一部改正

市民集会所条例の一部改正

長房ふれあい館条例の一部改正

市民会館条例の一部改正

南大沢文化会館条例の一部改正

学園都市センター条例の一部改正

夢美術館条例の一部改正

斎場条例の一部改正

霊園条例の一部改正

消防団員等公務災害補償条例の一部改正

保育園条例の一部改正

特定乳児等通園支援事業の運営の基準に関する条例設定

子ども・若者育成支援センター条例の一部改正

大横保健福祉センター条例の一部改正

東浅川保健福祉センター条例の一部改正

保健所関係手数料条例等の一部改正

国民健康保険条例の一部改正

介護保険条例の一部改正

観光施設条例の一部改正

夕やけ小やけふれあいの里条例の一部改正

高尾５９９ミュージアム条例の一部改正

都市公園条例の一部改正

生涯学習センター条例の一部改正

総合体育館条例の一部改正

体育館条例の一部改正

運動場条例の一部改正

陵南プール条例の一部改正

環境学習センター条例の一部改正

自転車等の放置の防止に関する条例の一部改正

※4

［その他］
都市公園及び八王子中央公園複合施設の指定管理者の指定

包括外部監査契約の締結

議員提出議案 市長提出議案に関するもの

※2 決議・条例等

〇：賛成　 ×：反対

＜会派名＞ 

自民党：自民党新政会

公明党：八王子市議会公明党

共産党：日本共産党八王子市議会議員団

立憲民：立憲民主・市民の会

諸　派：会派に所属しない議員

＜付託委員会＞

総：総務企画委員会

文：文教経済委員会

厚：厚生委員会

都：都市環境委員会

全：４常任委員会（総・文・厚・都）

予：予算等審査特別委員会

―：付託せず

※3 補正予算

（専決処分含む）

※4 議案の概要

（条例等の内容）

※6  議員の個人別

賛否

※5 ８年度予算
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２/12   懇談会「平時、発災時及び復興におけ
る自主防災組織の役割と課題について｣ 
 （自主防災団体連絡協議会、高尾町上
宿町会自主防災会）

２/25   市職員の通勤手当等不正受給に係る第
三者検討会の検討状況及び今後の対応
の方向性について

  懇談会の振り返り、今後の調査の方向性
３/12  ８年度の市の執行体制

２/13   物価高対応子育て応援手当について 
ほか２件

  今後の調査の方向性
２/26   懇談会「青年期・成人期における発達障

害に係る就労支援の実施状況について」
  （障害者就労・生活支援センターふらん）
３/16   ８年度の市の執行体制

２/13   八王子駅子安町第２バイク駐車場の運
営終了について

   今後の調査の方向性
３/16   ８年度の市の執行体制

２/25   株式会社ＪＲ中央線コミュニティデザ
インの株式交換について

  今後の行政視察の検討
３/12  ８年度の市の執行体制
  今後の行政視察の検討

総務企画委員会 文教経済委員会
…
所
管
事
務
調
査
の
活
動

…
市
か
ら
の
報
告
に
対
す
る
質
問
な
ど

議会活動レポート議会活動レポート
市議会では議案審議や一般質問以外にも、さまざまな
活動を行っています。ここでは、各委員会がテーマを決
め調査する所管事務調査など、主な活動をお知らせします。

都市環境委員会厚 生 委 員 会

地域の安全・安心の確保に向けた

地域防災力のさらなる向上

青年期・成人期における発達障害に係る

就労支援と家族支援について

グリーンインフラの推進と

その資金調達方法について

歴史と文化、日本遺産を生かした

地域振興

所管事務調査テーマ

所管事務調査テーマ 所管事務調査テーマ

所管事務調査テーマ

２/12 懇談会
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７年第１回定例会で報告し、市長へ
送付した各常任委員会の所管事務調査
の提言に対し、回答がありました。

文

教

経

済

委

員

会

５
・
６
年
度
の
所
管
事
務
調
査
テ
ー
マ

教
員
の
働
き
方
改
革

提
言
(
主
な
内
容
)

■ 

地
域
・
保
護
者
と
の
連
携
理
解
の

促
進

■ 

柔
軟
で
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
及
び
提
案

■
効
果
的
な
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

厚

生

委

員

会

５
・
６
年
度
の
所
管
事
務
調
査
テ
ー
マ

乳
幼
児
虐
待
予
防
に
向
け
た

子
育
て
支
援
の
あ
り
方

提
言
(
主
な
内
容
)

■ 

虐
待
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め
の
取
り

組
み

■
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
の
拡
充

■ 

「
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
一
体

化
」
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み

都

市

環

境

委

員

会

５
・
６
年
度
の
所
管
事
務
調
査
テ
ー
マ

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
公
共
施
設
の
あ
り
方

提
言
(
主
な
内
容
)

■ 

既
存
公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
※
化
改

修
・
環
境
配
慮
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進

■ 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
民
間
事
業
者
等
と
の
協
働
・
連

携
の
強
化

■ 

市
民
の
環
境
配
慮
へ
の
意
識
・
行

動
変
容
を
促
す
取
り
組
み
の
推
進

提言と回答の
全文はこちら⇒

議会からの提言に
対する市長の回答

※ 

快
適
な
室
内
環
境
を
実
現
し
な
が
ら
、
建
物
で
消
費
す
る
年
間
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
建
物

総

務

企

画

委

員

会

５
・
６
年
度
の
所
管
事
務
調
査
テ
ー
マ

多
様
な
つ
な
が
り
か
ら
育
む

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

総
務
企
画
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
対
す
る
市
長
か
ら
の
回
答

は
、
令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
号

（「
ひ
び
き
」２
８
１
号
９
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
び
き
」
２
８
１
号
の

９
ペ
ー
ジ
へ⇒

市
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
月
６
日
に
、
東
京
都
市
議
会
議

長
会
主
催
の
議
員
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
東
京
都
副
知
事

の
宮み

や
さ
か坂 

学ま
な
ぶ 

氏
が
招
か
れ
、
「
市
町

村
と
と
も
に
進
め
る
東
京
全
体
の
Ｄ

Ｘ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

議
員
が
研
修
会
に
参
加

回
答
(
要
旨
)

教
員
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
保
護

者
等
へ
配
布
し
た
。
今
後
も
、
定

期
的
な
情
報
発
信
に
よ
る
保
護
者

等
の
理
解
促
進
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
「
休
憩
時
間
取
得
促
進

月
間
」
の
実
施
や
、
都
に
教
員
定

数
改
善
の
要
望
の
提
出
等
を
行
っ

た
。
引
き
続
き
、
働
き
方
に
関
す

る
教
員
自
身
の
意
識
向
上
等
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
に
資

す
る
教
員
研
修
や
端
末
の
確
実
な

運
用
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

回
答
(
要
旨
)

虐
待
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
保
護
者
支

援
を
進
め
る
ほ
か
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
相
談
等
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
24
時
間
対
応
し
て
い
る
。

商
業
施
設
等
を
活
用
し
た
一
時

預
か
り
事
業
は
実
施
し
て
い
る
が
、

親
子
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
つ
い
て

は
、
情
報
収
集
を
行
い
、
将
来
的

な
施
策
検
討
の
参
考
に
し
て
い
く
。

児
童
福
祉
と
母
子
保
健
の
一
体

的
支
援
の
た
め
、
組
織
改
正
を
行

い
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
を
強
化
し
、
乳
幼
児

虐
待
の
予
防
に
努
め
て
い
く
。

回
答
(
要
旨
)

庁
内
連
携
を
強
化
し
、
建
築
・

設
備
の
専
門
家
に
よ
る
分
析
等
を

踏
ま
え
既
存
公
共
施
設
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ

化
改
修
の
検
討
を
進
め
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
も
寄
与
す

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

地
域
全
体
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
機
運
を
高
め
、

民
間
事
業
者
等
と
協
働
・
連
携
し

た
環
境
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

公
共
施
設
で
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
等
、
環
境
配
慮
行
動

の
実
例
を
わ
か
り
や
す
い
形
で
示

す
ほ
か
、
環
境
問
題
に
関
す
る
人

材
育
成
や
、
市
民
活
動
を
支
え
る

取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
く
。



■
詳
し
く
は
会
議
録
で

本
会
議
や
各
委
員
会
の
発
言
を
掲

載
し
た
「
会
議
録
」
や
「
委
員
会
記

録
」
は
、
市
政
資
料
室
や
各
市
立
図

書
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
８
年
第
１
回
定
例
会
の
本

会
議
の
会
議
録
は
、
５
月
中
旬
に
完

成
予
定
で
す
。

■
会
議
の
模
様
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

本
会
議
な
ど
の
模
様
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中
継
す
る
ほ
か
、

お
お
む
ね
７
日
後
か
ら
録
画
を
配
信

し
ま
す
。

■
掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見

掲
載
内
容
に
つ
い
て
お
気
付
き
の

点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
庶
務
調
査

課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
の
市
議
会
だ
よ
り
編
集
に
い

か
す
た
め
、
毎
号
「
ひ
び
き
」
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
ち
ら⇒

会
議
録
は
こ
ち
ら⇒

会
議
の
模
様
は
こ
ち
ら⇒

※紙面の都合等により、本号は一般質問を掲載していません
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■
議

会
事

務
局

 議
事

課

6
2

0
-
7

3
1

2

■
議

会
事

務
局

 庶
務

調
査

課

 6
2

0
-
7

3
1

1
b

2
4

1
1

0
0

@
c
ity

.h
a
c
h

io
ji.to

k
y
o

.jp
6

2
6

-
2

4
5

8
〒

1
9

2
-
8

5
0

1

　
元

本
郷

町
３

-
2

4
-１

■
発

行
 八

王
子

市
議

会

■
編

集
 議

会
運

営
委

員
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
検

索
は

こ
ち

ら
か

ら
八

王
子

市
議

会
検

索
TEL

TEL

傍聴者からの声

予算等審査特別委員会で、
男女共同参画についての質疑

があると知り、傍聴しました。
傍聴手続きでは、窓口で丁寧に案内し
てもらいました。委員会の傍聴は２回目
ですが、私の聴きたかったことが誰より
も早く、しかも生で聴くことができるこ
とに傍聴の魅力を再発見しました。また、
はちバスや多文化キッズサロンなどの質
疑もあり、もっと早く来て傍聴すればよ
かったと悔やみました。
今回、傍聴している人が少なかったの
ですが、人数が増えることで、より緊張
感がある質疑になると思いました。皆さ
んも関心のあることを聴きに行きませんか。

内
う ち の

野　洋
よ う こ

子さん

（散田町）

次回の定例会の主な予定
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招集告示日

2 3

議会運営○委

4 5 6

7 8 開会日

議会運営○委
9 10 11 12 13

14 15
議会運営○委
本会議 ネット

（議案審議等）

16

総務企画○委

文教経済○委

17

厚生○委

都市環境○委

18 19 20

21 22

議会運営○委

23 24 25 最終日

本会議 ネット

委員会審査

報告・採決等

月 火 水 木 金 土日

本会議 ネット

（一般質問）
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表紙写真展 in 南大沢

表紙写真募集中

本紙の表紙を飾る皆さまからの応募
写真。この度、南大沢地区において、
７年中に発行した「ひびき」（277号か
ら280号まで）の表紙写真に採用された
作品を含む、応募いただいた力作を展
示しています。

日 時・会 場

５月７日(木)

まで開催中

フレスコ南大沢１階

午前９時～午後５時

◆写真の縦・横は問いません

◆ できるだけ撮影場所がわか　

る写真でお願いします

◆ 掲載は８月１日発行の 

283号です

●会議（議会運営○委を除く）は、10時から開会します

● 定例会の開会中以外にも、会議を開催しています

●問い合わせ：議事課

 ○委：委員会

ネット ：市議会ホームページで中継

会議の予定は
　こちら

⇒

募
集
情
報
は
こ
ち
ら⇒

定例会の初日に

出演できる方を募集しています

出演者募集中

対象 ６月８日（月）の本会議前
午前９時30分～９時50分
市役所３階　議事課
（午前９時から受付開始）

日時

受付

市内在住・在勤・在学の個人
や団体
歌唱や楽器の演奏

対象

内容

次回の議場コンサート

問い合わせ：庶務調査課問い合わせ：庶務調査課

南大沢保健福祉センター
と南大沢文化会館の間の
ロビー

前回の出演　２月24日

髙
たか

橋
はし

こずえさん(エレクトーン)

皆さまの力作を

南大沢地区で展示

市内の行事・風景・まちなみなど
 〈 夏 〉をイメージした写真

６月25日（木）

募集内容

締　切
応募要領は
こちら⇒

生で聴くことができる

傍聴の魅力を再発見！


